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9月 1日 防災の日に、非常食体験をしました。 

過去に関東大震災で大きな被害のあったこの日を 

防災の日として、防災に備える大切な日です。 

今年の夏は全国的に心配な災害が重なりましたね。 

園でも保育中、万が一の状況が起きた時のことを想定

し、非常食(カンパン)をおやつの代わりに食べました。 

 

非常食体験をしました！ 

 

電気が消えると(停電を想定)、子どもたちは少し驚いた表情でした。 

「電気が消えたけれど、もうすぐ元に戻るから心配ないよ。」 

「先生が側にいるからね。」と保育者の言葉に安心していました。 

2歳児は怖がる友だちに対して「大丈夫だよ～」「すぐ直るからね」と声を掛け合

っていました。 

昔のカンパンとは違って今のカンパンは硬すぎることもなく、食べやすいの

で、2歳児はそのまま・0.1歳児は砕いたり、ミルクで柔らかくしてたべました。

「おいしい！」「おかわり！」の声が聞こえ、非常時に備えて味に慣れることがで

きて安心しました。 

よかったです。 
さつまいも畑がぐんぐん成長しています！ 

もうすぐさつまいも堀りです！おおきいおいも取れるかな？ 

 


